
JMRAインターネット調査品質委員会 主催

生成AI活用・情報交流会（第３回）



情報交流会開催の趣旨

2023年度のJMRAインターネット調査品質委員会の中で、

生成AI（主にChatGPT）の活用検証を実施

現場で役立つ知識、使い方ノウハウ、プロンプトの書き方など

業界内でオープンに共有し合うことで、

日々の業務に活かせるようにする

業界の発展のために
委員会の中で閉じず、もっと多くの人と共有し合いたい



本日のアジェンダ

１） LT1 OAの要約 インターネット調査品質委員会（インテージ） 二瓶

２） LT2 不良回答の検出 インターネット調査品質委員会（インテージ） 住吉

３） LT３ ペルソナマーケティングにおけるAI活用の取り組み インテージ 林

４） ブレイクアウトルーム 「生成AIとのかかわりや関心のあること」について情報交換

４） トークタイム

５） LT3（日経リサーチ 太田さん）

６） LT（希望者がいらっしゃればぜひ！）

７） 今後の情報交流会について



生成AI活用・情報交流会（第3回） LT

JMRAインターネット調査品質委員会における自由回答分析への活用検証

OAデータの要約にLLM（ChatGPT）を活用する

株式会社インテージ 二瓶



OAデータの要約にLLM（ChatGPT）を活用する

・再現性はあるのか？

・少数意見であっても示唆のある回答データを拾えるか？



2023年度インターネット調査品質委員会 ChatGPT活用のグループワーク B班：OAデータ分析
OAデータの要約

実行したプロンプト元データ

利用モデル： ChatGPT 4o
OAデータ件数： 9441件 ※委員会参加各社のアンケートモニターを対象としたアンケートデータ
設問内容：「アンケートサイトに望むこと」についての自由記述

プレゼンターのノート
日本語で返答してください。�添付のデータは、アンケートモニターサイトに対して望むことについてのアンケートデータです。�1列目のデータが回答者のID、2列目のデータが回答データです。�1行目はデータの変数名です。�以下の#条件を満たすよう、データの処理を行い、結果を出力してください。�#条件�・回答データは全て文字列として扱うため、最初の処理で文字列に変換してください。�・回答データを全て読み込んだ上で、1000文字程度で内容を要約してください。�・要約する際に、5つ以上の観点を含めるようにしてください。 
�【モニターCS調査2023】�https://drive.google.com/drive/folders/16VUxzdGmS5o0yvewMOcTqizVazSbQWus?usp=drive_link



1回目 2回目 3回目

ポイント増の要望

ポイント増の要望

ポイント増の要望

ポイント増の要望
簡便性の要望

簡便性の要望 簡便性の要望

「ポイント増」と「簡便性」に関する要望については、共通して言及されている
→ 言及されている割合が高い回答内容については、概ね再現性はありそう
※「特にない」の解釈は、「無関心」または「現状に満足している」と解釈されている

繰り返し実行した場合の再現性について

プレゼンターのノート
日本語で返答してください。�添付のデータは、アンケートモニターサイトに対して望むことについてのアンケートデータです。�1列目のデータが回答者のID、2列目のデータが回答データです。�1行目はデータの変数名です。�以下の#条件を満たすよう、データの処理を行い、結果を出力してください。�#条件�・回答データは全て文字列として扱うため、最初の処理で文字列に変換してください。�・回答データを全て読み込んだ上で、1000文字程度で内容を要約してください。�・要約する際に、5つ以上の観点を含めるようにしてください。 
�【モニターCS調査2023】�https://drive.google.com/drive/folders/16VUxzdGmS5o0yvewMOcTqizVazSbQWus?usp=drive_link



もっと少数の意見も含めて
幅広い示唆を得たい



1回目 2回目 3回目

サポートやシステムの改善

プロンプトで「10個以上」の観点に分けるよう指示を変えて実行
→ 「ポイント交換先」、「サポート」、「所要時間の表示」、「セキュリティ」など、別の観点が得られるときもあるが、
言及されないときもあった

少数意見を拾う試み

所要時間の表示
アンケート内容の多様性

交換オプションの多様化

ポイントと簡便性、特になし
のみにしか言及されず

交換オプションの多様化

サポートやシステムの改善

選択肢についての要望
セキュリティについての要望

プレゼンターのノート
日本語で返答してください。�添付のデータは、アンケートモニターサイトに対して望むことについてのアンケートデータです。�1列目のデータが回答者のID、2列目のデータが回答データです。�1行目はデータの変数名です。�以下の#条件を満たすよう、データの処理を行い、結果を出力してください。�#条件�・回答データは全て文字列として扱うため、最初の処理で文字列に変換してください。�・回答データを全て読み込んだ上で、1000文字程度で内容を要約してください。�・要約する際に、5つ以上の観点を含めるようにしてください。 
�【モニターCS調査2023】�https://drive.google.com/drive/folders/16VUxzdGmS5o0yvewMOcTqizVazSbQWus?usp=drive_link



OAデータの要約にLLM（ChatGPT）を活用する まとめ

■再現性について

多数出ている内容は要約時にも確実に言及される

■少数意見であっても示唆のある回答データを拾う

プロンプトの工夫次第である程度は対応可能（〇〇個の観点に分けて、 ▲▲の観点からとXXの観点から要約して、など）

ただし、再現性は下がるため、繰り返し実行しないと、拾われない場合がある

プレゼンターのノート
日本語で返答してください。�添付のデータは、アンケートモニターサイトに対して望むことについてのアンケートデータです。�1列目のデータが回答者のID、2列目のデータが回答データです。�1行目はデータの変数名です。�以下の#条件を満たすよう、データの処理を行い、結果を出力してください。�#条件�・回答データは全て文字列として扱うため、最初の処理で文字列に変換してください。�・回答データを全て読み込んだ上で、1000文字程度で内容を要約してください。�・要約する際に、5つ以上の観点を含めるようにしてください。 
�【モニターCS調査2023】�https://drive.google.com/drive/folders/16VUxzdGmS5o0yvewMOcTqizVazSbQWus?usp=drive_link



OAデータ要約においてLLM（ChatGPT）で「できること」と「できないこと」

■できること

・データ全体の全体的な傾向をまとめる

・”おおまかに”分類する

・文章化する

・少数意見を”おおまかに”見つける

■できないこと

・再現性のある形で”厳密に”分類する

・少数意見を”確実に”見つける

数千、数万の自由回答データに対して、
瞬時にこれらが実行できるのは大きなメリット

示唆を出すのはリサーチャーの役割
LLMはその補助をしてくれる存在

プレゼンターのノート
日本語で返答してください。�添付のデータは、アンケートモニターサイトに対して望むことについてのアンケートデータです。�1列目のデータが回答者のID、2列目のデータが回答データです。�1行目はデータの変数名です。�以下の#条件を満たすよう、データの処理を行い、結果を出力してください。�#条件�・回答データは全て文字列として扱うため、最初の処理で文字列に変換してください。�・回答データを全て読み込んだ上で、1000文字程度で内容を要約してください。�・要約する際に、5つ以上の観点を含めるようにしてください。 
�【モニターCS調査2023】�https://drive.google.com/drive/folders/16VUxzdGmS5o0yvewMOcTqizVazSbQWus?usp=drive_link



生成AI活用・情報交流会（第3回） LT

2023年度インターネット調査品質委員会
ChatGPT活用のグループワーク（B班）

OAデータ処理の事例共有

報告：株式会社インテージ 住吉
（B班 二瓶さん、太田さん、黒田さん、住谷さん、岸田さん）



現時点での活用可能性をまとめてみる

工程 内容 評価 コメント

調査企画 顧客課題にフィットする調査手法を考える △ 一般的な情報は出力可能だが、自社商品との組み合わせは考慮してくれない

調査票設計

調査設問の構成を考える 〇 背景情報も含めたプロンプトを与えた方が良い結果が返る

調査設問の選択肢を考える ◎ 効率的かつ網羅的に選択肢を生成できる（ブランド名の生成時は、情報が古い可能性があるので要注意）

調査票そのものを自動生成 × 分岐条件なども考慮した生成は難しい

集計・分析

集計 △ 細かい指示が必要な場合は集計ツールを使った方が早い

不良回答検出 △ OAの不良回答判定は意外と難しい。1つずつ不適切なものを判定される方法も。

OAコーディング 〇 自動化できるのがメリット

レポーティング

OA要約 ◎ LLMが得意なタスク

示唆出し 〇 プロンプトの工夫で、ある程度文脈も考慮した示唆出しが可能

インサイト発掘 × 一般的な言及に留まる

応用例

ペルソナ生成 －

Asclone（ビデオリサーチ社） https://www.videor.co.jp/service/media-data/asclone.html

博報堂 生成AIで生活者発想を支援するサービスプロトタイプ

https://www.hakuhodo.co.jp/news/newsrelease/109174/

AIモデレーター － Bolt Chat AI https://www.boltchatai.com/

回答データそのものを生成（Synthetic Data、デジタルツイ

ン）
－

ESOMAR Connect Japan 2024

GMOリサーチ＆AI 安藤氏 https://www.jmra-

net.or.jp/activities/event/2024/20240612r.html

一般的な生成AI・LLM（ChatGPTなど）のマーケティングリサーチでの活用

第1回二瓶さん資料より

https://www.videor.co.jp/service/media-data/asclone.html
https://www.hakuhodo.co.jp/news/newsrelease/109174/
https://www.boltchatai.com/
https://www.jmra-net.or.jp/activities/event/2024/20240612r.html
https://www.jmra-net.or.jp/activities/event/2024/20240612r.html


 対象
モニターCS調査の自由回答

Q：アンケートへの要望（9441件）

 実施したこと
• 不良回答の検出
• 自由回答の要約

 モデル：GPT4



不良回答の検出｜プロンプト構成

プロンプト

日本語で返答してください。
添付のデータは、アンケートモニターサイトに対して望むことについてのアンケートデータです。
1列目のデータが回答者のID、2列目のデータが回答データです。
1行目はデータの変数名です。
以下の#条件を満たすよう、データの処理を行い、
#出力形式に従ってファイルを作成してください。
#条件
・回答データは全て文字列として扱うため、最初の処理で文字列に変換してください。
・回答データを全て読み込んだ上で、それぞれの回答データを以下の3つの区分に分類してください。
　回答者の意見や感想ではなく、半角文字列の連続や記号のみ、ひらがなやアルファベット1文字のみのデータ
など、意味の無い内容が書かれている回答については98を、
　「特にない」や「ない」、「なし」などの回答については99を、
　それ以外の回答については0を付与してください。
#出力形式
ID、元の回答データ、付与したデータ　の順でタブ区切りで出力してください。

データの説明

不良回答の処理方法
（有効回答の抽出）

データの成形（文字列に変換）

出力指定

➀意味のない内容の回答（98）
②「特になし」「なし」などの識別（99）

不良回答の処理方法
（有効回答の抽出）

プレゼンターのノート
日本語で返答してください。�添付のデータは、アンケートモニターサイトに対して望むことについてのアンケートデータです。�1列目のデータが回答者のID、2列目のデータが回答データです。�1行目はデータの変数名です。�以下の#条件を満たすよう、データの処理を行い、結果を出力してください。�#条件�・回答データは全て文字列として扱うため、最初の処理で文字列に変換してください。�・回答データを全て読み込んだ上で、1000文字程度で内容を要約してください。�・要約する際に、5つ以上の観点を含めるようにしてください。 
�【モニターCS調査2023】�https://drive.google.com/drive/folders/16VUxzdGmS5o0yvewMOcTqizVazSbQWus?usp=drive_link



不良回答の検出｜出力結果

98もおおむね識別されるが、、
「楽」＝”たのしい、ラク”の省力回答の可能性
「金」＝”ポイントが欲しい”は有効回答

▼
これを不良回答判定するかは人が判断となる

なし、特になし(99)意味のない回答（98)



不良回答の検出｜出力結果

「意味のない回答」という指示だとゆれ

同じプロンプトで、期間を空けて実施（ともにGPT4） 2月⇔8月比較

「特になし」「なし」は再現性ありそう

やはり、指示に定義があるものは再現性が見込める。

2月 8月

98の数（意味不明） 77 90

99の数（なし） 741 741



不良回答の検出｜個人情報・悪口・アンケートへの否定的なコメント

以下のコメントを追加し、「個人情報」「悪口」「否定的なコメント」の検知が可能かを検証。

1 バカ、アホ
2 死ね
3 田中
4 鈴木
5 佐藤
6 岸田文雄
7 大谷翔平
8 こんなアンケートを考えたやつはおかしい



不良回答の検出｜個人情報・悪口・アンケートへの否定的なコメント
個人情報

「個人情報含まれますか？」だと電話番号っぽ
いのは拾ってくれるが、名前は識別せず。

更に「苗字」「名前」はあるか？と追加すると
抽出

▼

「個情報」など包括する聴き方だとモレがでそう。

※モデルにより精度が異なる？？



不良回答の検出｜個人情報・悪口・アンケートへの否定的なコメント

個人情報

苗字・名前の出力後、「有名人の名前の除外」
という指示を実施。
今回のケースだと、きちんと除外。

▼
同姓同名など含め、この精度は、ばらつきはある
と考えられる。



不良回答の検出｜個人情報・悪口・アンケートへの否定的なコメント

悪口

「誹謗中傷」という指定方法だと抽象度が高いか
らか検知せず。

ただし「悪口」だと抽出。

▼
不良回答検知の意図では、指示は直接的なほうが
精度は高そう。



不良回答の検出｜個人情報・悪口・アンケートへの否定的なコメント

アンケートで否定的なコメント

「アンケートに否定的なコメント」との指示では、
改善点も含めたコメントを出力してしまう

▼
「悪口」のほうが、今回の意図に沿ったコメント
を抽出。

不良回答検知の意図では、指示は直接的なほうが
精度は高そう。



不良回答検知を実施した所感

 不良回答検知における、現時点でのAIへの期待値 （AIが得意なタスクではなさそう）

- 作業のどこまでを効率化できればよしとするか。
  （1レコードずつ目を通すが、目安としてフラグがたっている状態でも多少は工数削減になるなど）

 プロンプト構成は、データ形式なども書いたほうがよい。

 核となる不良回答の検知のプロンプトは、やはり「定義・具体化」などの指示の仕方が重要。

または、読み込ませ方などで精度を高める方法ある？（1レコードずつ判定など）

  さわりしか実行していないので、もし実施されている方がいれば、ご教示ください！



2023年度インターネット調査品質委員会 ChatGPT活用のグループワーク B班：OAデータ分析
OAデータの要約

実行したプロンプト 回答結果元データ

プレゼンターのノート
日本語で返答してください。�添付のデータは、アンケートモニターサイトに対して望むことについてのアンケートデータです。�1列目のデータが回答者のID、2列目のデータが回答データです。�1行目はデータの変数名です。�以下の#条件を満たすよう、データの処理を行い、結果を出力してください。�#条件�・回答データは全て文字列として扱うため、最初の処理で文字列に変換してください。�・回答データを全て読み込んだ上で、1000文字程度で内容を要約してください。�・要約する際に、5つ以上の観点を含めるようにしてください。 
�【モニターCS調査2023】�https://drive.google.com/drive/folders/16VUxzdGmS5o0yvewMOcTqizVazSbQWus?usp=drive_link





生成AI活用・情報交流会（第3回） LT

2023年度インターネット調査品質委員会
ChatGPT活用のグループワーク（B班）

OAデータ処理の事例共有

報告：株式会社インテージ 住吉
（B班 二瓶さん、太田さん、黒田さん、住谷さん、岸田さん）



現時点での活用可能性をまとめてみる

工程 内容 評価 コメント

調査企画 顧客課題にフィットする調査手法を考える △ 一般的な情報は出力可能だが、自社商品との組み合わせは考慮してくれない

調査票設計

調査設問の構成を考える 〇 背景情報も含めたプロンプトを与えた方が良い結果が返る

調査設問の選択肢を考える ◎ 効率的かつ網羅的に選択肢を生成できる（ブランド名の生成時は、情報が古い可能性があるので要注意）

調査票そのものを自動生成 × 分岐条件なども考慮した生成は難しい

集計・分析

集計 △ 細かい指示が必要な場合は集計ツールを使った方が早い

不良回答検出 △ OAの不良回答判定は意外と難しい。1つずつ不適切なものを判定される方法も。

OAコーディング 〇 自動化できるのがメリット

レポーティング

OA要約 ◎ LLMが得意なタスク

示唆出し 〇 プロンプトの工夫で、ある程度文脈も考慮した示唆出しが可能

インサイト発掘 × 一般的な言及に留まる

応用例

ペルソナ生成 －

Asclone（ビデオリサーチ社） https://www.videor.co.jp/service/media-data/asclone.html

博報堂 生成AIで生活者発想を支援するサービスプロトタイプ

https://www.hakuhodo.co.jp/news/newsrelease/109174/

AIモデレーター － Bolt Chat AI https://www.boltchatai.com/

回答データそのものを生成（Synthetic Data、デジタルツイ

ン）
－

ESOMAR Connect Japan 2024

GMOリサーチ＆AI 安藤氏 https://www.jmra-

net.or.jp/activities/event/2024/20240612r.html

一般的な生成AI・LLM（ChatGPTなど）のマーケティングリサーチでの活用

第1回二瓶さん資料より

https://www.videor.co.jp/service/media-data/asclone.html
https://www.hakuhodo.co.jp/news/newsrelease/109174/
https://www.boltchatai.com/
https://www.jmra-net.or.jp/activities/event/2024/20240612r.html
https://www.jmra-net.or.jp/activities/event/2024/20240612r.html


 対象
モニターCS調査の自由回答

Q：アンケートへの要望（9441件）

 実施したこと
• 不良回答の検出
• 自由回答の要約

 モデル：GPT4



不良回答の検出｜プロンプト構成

プロンプト

日本語で返答してください。
添付のデータは、アンケートモニターサイトに対して望むことについてのアンケートデータです。
1列目のデータが回答者のID、2列目のデータが回答データです。
1行目はデータの変数名です。
以下の#条件を満たすよう、データの処理を行い、
#出力形式に従ってファイルを作成してください。
#条件
・回答データは全て文字列として扱うため、最初の処理で文字列に変換してください。
・回答データを全て読み込んだ上で、それぞれの回答データを以下の3つの区分に分類してください。
　回答者の意見や感想ではなく、半角文字列の連続や記号のみ、ひらがなやアルファベット1文字のみのデータ
など、意味の無い内容が書かれている回答については98を、
　「特にない」や「ない」、「なし」などの回答については99を、
　それ以外の回答については0を付与してください。
#出力形式
ID、元の回答データ、付与したデータ　の順でタブ区切りで出力してください。

データの説明

不良回答の処理方法
（有効回答の抽出）

データの成形（文字列に変換）

出力指定

➀意味のない内容の回答（98）
②「特になし」「なし」などの識別（99）

不良回答の処理方法
（有効回答の抽出）

プレゼンターのノート
日本語で返答してください。�添付のデータは、アンケートモニターサイトに対して望むことについてのアンケートデータです。�1列目のデータが回答者のID、2列目のデータが回答データです。�1行目はデータの変数名です。�以下の#条件を満たすよう、データの処理を行い、結果を出力してください。�#条件�・回答データは全て文字列として扱うため、最初の処理で文字列に変換してください。�・回答データを全て読み込んだ上で、1000文字程度で内容を要約してください。�・要約する際に、5つ以上の観点を含めるようにしてください。 
�【モニターCS調査2023】�https://drive.google.com/drive/folders/16VUxzdGmS5o0yvewMOcTqizVazSbQWus?usp=drive_link



不良回答の検出｜出力結果

98もおおむね識別されるが、、
「楽」＝”たのしい、ラク”の省力回答の可能性
「金」＝”ポイントが欲しい”は有効回答

▼
これを不良回答判定するかは人が判断となる

なし、特になし(99)意味のない回答（98)



不良回答の検出｜出力結果

「意味のない回答」という指示だとゆれ

同じプロンプトで、期間を空けて実施（ともにGPT4） 2月⇔8月比較

「特になし」「なし」は再現性ありそう

やはり、指示に定義があるものは再現性が見込める。

2月 8月

98の数（意味不明） 77 90

99の数（なし） 741 741



不良回答の検出｜個人情報・悪口・アンケートへの否定的なコメント

以下のコメントを追加し、「個人情報」「悪口」「否定的なコメント」の検知が可能かを検証。

1 バカ、アホ
2 死ね
3 田中
4 鈴木
5 佐藤
6 岸田文雄
7 大谷翔平
8 こんなアンケートを考えたやつはおかしい



不良回答の検出｜個人情報・悪口・アンケートへの否定的なコメント
個人情報

「個人情報含まれますか？」だと電話番号っぽ
いのは拾ってくれるが、名前は識別せず。

更に「苗字」「名前」はあるか？と追加すると
抽出

▼

「個情報」など包括する聴き方だとモレがでそう。

※モデルにより精度が異なる？？



不良回答の検出｜個人情報・悪口・アンケートへの否定的なコメント

個人情報

苗字・名前の出力後、「有名人の名前の除外」
という指示を実施。
今回のケースだと、きちんと除外。

▼
同姓同名など含め、この精度は、ばらつきはある
と考えられる。



不良回答の検出｜個人情報・悪口・アンケートへの否定的なコメント

悪口

「誹謗中傷」という指定方法だと抽象度が高いか
らか検知せず。

ただし「悪口」だと抽出。

▼
不良回答検知の意図では、指示は直接的なほうが
精度は高そう。



不良回答の検出｜個人情報・悪口・アンケートへの否定的なコメント

アンケートで否定的なコメント

「アンケートに否定的なコメント」との指示では、
改善点も含めたコメントを出力してしまう

▼
「悪口」のほうが、今回の意図に沿ったコメント
を抽出。

不良回答検知の意図では、指示は直接的なほうが
精度は高そう。



不良回答検知を実施した所感

 不良回答検知における、現時点でのAIへの期待値 （AIが得意なタスクではなさそう）

- 作業のどこまでを効率化できればよしとするか。
  （1レコードずつ目を通すが、目安としてフラグがたっている状態でも多少は工数削減になるなど）

 プロンプト構成は、データ形式なども書いたほうがよい。

 核となる不良回答の検知のプロンプトは、やはり「定義・具体化」などの指示の仕方が重要。

または、読み込ませ方などで精度を高める方法ある？（1レコードずつ判定など）

  さわりしか実行していないので、もし実施されている方がいれば、ご教示ください！



2023年度インターネット調査品質委員会 ChatGPT活用のグループワーク B班：OAデータ分析
OAデータの要約

実行したプロンプト 回答結果元データ

プレゼンターのノート
日本語で返答してください。�添付のデータは、アンケートモニターサイトに対して望むことについてのアンケートデータです。�1列目のデータが回答者のID、2列目のデータが回答データです。�1行目はデータの変数名です。�以下の#条件を満たすよう、データの処理を行い、結果を出力してください。�#条件�・回答データは全て文字列として扱うため、最初の処理で文字列に変換してください。�・回答データを全て読み込んだ上で、1000文字程度で内容を要約してください。�・要約する際に、5つ以上の観点を含めるようにしてください。 
�【モニターCS調査2023】�https://drive.google.com/drive/folders/16VUxzdGmS5o0yvewMOcTqizVazSbQWus?usp=drive_link





ペルソナマーケティングにおけるAI活用の取り組み

2024年09月05日
株式会社インテージ
林 佑亮

CONFIDENTIAL
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自己紹介

経歴

林 佑亮
Hayashi Yusuke

2021年（新卒）

2021~ データサイエンティスト
2024~ データエンジニア、

AIエンジニア

入社

株式会社インテージ
デジタル戦略本部

データエンジニアリング部

最近の業務 LLM関連のPoC・ソリューション開発
社内データ基盤整備
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話すこと、話さないこと

話すこと

• インテージでの生成AI活用状況

• 生成AIによるペルソナ作成の取
り組み

• 生成AI活用への個人的所感

話さないこと

• 細かな技術面
- プロンプト設計

- 詳細なシステム構成
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インテージでの生成AIの活用状況

マーケティングリサーチ領域を中心に幅広く活用検討を行っている

• 全社横断のプロジェクトを発足し、生成
AIの社内支援や顧客業務への展開を推進

- LLMに関する技術情報発信、事例共有、
AIガバナンス体制構築、社内環境整備、業
務効率化への応用検討、etc…

（自身の所属していた部署では、）
• 主に案件単位で生成AIの活用を検討

- 口コミのタグ付け自動化、口コミ要約、
ペルソナ作成、POSデータ集計ツール、
etc…

全社プロジェクト 部署単位でのPoC
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インテージでの生成AIの活用状況

マーケティングリサーチ領域を中心に幅広く活用検討を行っている

• 全社横断のプロジェクトを発足し、生成
AIの社内支援や顧客業務への展開を推進

- LLMに関する技術情報発信、事例共有、
AIガバナンス体制構築、社内環境整備、業
務効率化への応用検討、etc…

（自身の所属していた部署では、）
• 主に案件単位で生成AIの活用を検討

- 口コミのタグ付け自動化、口コミ要約、
ペルソナ作成、POSデータ集計ツール、
etc…

全社プロジェクト 部署単位でのPoC
本日は、ペルソナ作成の取り組みを紹介します
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生成AIによるペルソナ作成の取り組み

• 案件でLLMを使ったアプリのプロトタイプを開発
- 弊社保有の口コミデータを使い、消費者のペルソナを自動で作成するアプリ

できることベースで、口コミデータからペルソナを自動作成するアプリを開発

ペルソナ

口コミデータ
LLM

(GPT-4)
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生成AIによるペルソナ作成の取り組み

• 案件でLLMを使ったアプリのプロトタイプを開発
- 弊社保有の口コミデータを使い、消費者のペルソナを自動で作成するアプリ

できることベースで、口コミデータからペルソナを自動作成するアプリを開発

ペルソナ

口コミデータ
LLM

(GPT-4)

具体的な活用シーンを設定し、さらに踏み込む
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ペルソナ作成〜マーケ施策の間に距離がある

データから消費者を理解して
ペルソナを作成 マーケ施策へ

• 具体的な施策の策定、実行• クラスタリングなどの分析を
行い、消費者を分類

• 分類結果やデモグラデータか
らペルソナを作成

作業
イメージ

• 具体施策から遠く、ペルソナをど
う活用すればいいか分からない

• データにある情報だけでまとめ
てしまい、ペルソナの解像度が
上がらない

課題設定



4848

課題設定

「ペルソナ作成〜マーケ施策の距離を埋める」という課題を設定

• データにある情報だけでまとめてしま
い、ペルソナの解像度が上がらない

• 具体施策から遠く、ペルソナをどう活
用すればいいか分からない

• データにない情報も柔軟に追加し、ペ
ルソナの解像度を上げる

• 作成したペルソナ〜施策策定の間にス
テップを加える

問題点 課題（問題への取り組み）
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具体シーンを想定してアプリを拡張

ペルソナ作成から一歩踏み込み、アプリを拡張

1. 購買データから
ペルソナ作成

2. ペルソナとチャットして
好みを深掘

3. チャット内容から
調査票のラフを作成

データにない情報をペルソナに
付与し、解像度を高める

マーケ施策策定の前に調査を行
い、深掘したペルソナの好みを
確認する

購買データ ペルソナ

LLM
(GPT-4o)

LLM
(GPT-4o)

LLM
(GPT-4o)

弊社保有のデータからペルソナ
を自動作成

チャット履歴 調査票ラフユーザー ペルソナを
憑依させたLLM
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アプリデモ
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生成AI活用への個人的な所感

• ハルシネーションとの向き合い方

• 現場への深い解像度から着想を得る

• 全てをAIで代替しない

取り組みを通じて感じた、生成AIを業務活用するためのポイント
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ハルシネーションとの向き合い方

ハルシネーションがあることを前提に設計する

• ハルシネーション（AIがもっともらしく嘘をつく現象）を0にするのは難しい

- RAGなどを用いて精度を上げることはできるが、100％を目指すのは労力がかかる

• 今回のアプリはハルシネーションを前提とした設計

- ペルソナ作成：正解がないので間違えるという事象が発生しない

- 調査票：ラフなので間違っていても良い（その後人が清書する前提）
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現場への深い解像度から着想を得る 

ユースケースを具体的に想定した方が筋の良い活用につながる

• 利用者の業務を細かく想定することが活用のポイントのような気がする

• 今回の件では、一歩踏み込むことでアプリの質が上がったような印象
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全てをAIで代替しない

業務フローを明確にし、AIを使うところと使わないところを見極める

• まだAIは業務全てを置き換えられるほど万能ではない

• 今回の件では、データ処理や調査票の清書は人間が行うことを想定
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